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① いじめへの対策



H23 大津市
いじめ事件



いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号）

•国及び地方公共団体等の責務を明ら

かにし、いじめの防止等のための対策を総合
的かつ効果的に推進する。

第1条

法の目的

•当該行為の対象となった児童等が心身の苦
痛を感じているものをいう。

第2条

いじめの
定義



島田市における組織の設置

名 称 目 的
重大
事態

事務局

学
校

いじめ対策委員会
いじめの防止等に関する
措置を実効的に行う

◎ 各校

地
方
公
共
団
体

島田市
いじめ問題対策
連絡協議会

当該機関及び団体の連携を
推進する

教育委員会
学校教育課

島田市
いじめ問題対策
専門委員会
（教育員会附属機関）

いじめの防止等対策に関す
る調査・研究を行う

◎
教育委員会
学校教育課

島田市
いじめ問題調査
委員会
（市長附属機関）

再発防止のため、市長の求
めに応じ再調査を行う

○
地域生活部
生活安心課

※ 島田市は地方公共団体の3組織について、条例により設置 6
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島田市いじめ問題対策連絡協議会の組織

大学

警察

教育

委員会

医療

機関

人権擁護

委員

適応指導教室

民生

委員

児童相談所

家庭児童

相談室

臨床

心理士

ＳＳＷ

学校

子ども

教職
員

地域

保護
者

１

２

３

４

５６
７

８

９

10

11

12

13

14

15

１５



島田市いじめ問題対策専門委員会

専門的知識及び経験を有する者

（第三者）
公立性・中立性を確保

★島田市の場合

・大学教授（会長）
・弁護士（副会長）
・臨床心理士
・社会福祉士
・精神科医

5人
8
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①いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害
が生じた疑いがあると認めるとき

②いじめにより児童等が相当の期間（30日程度）、 学校を
欠席することを余儀なくされている疑いがあると認めるとき

※児童生徒や保護者から、いじめられて重大事態に
至ったという申立てがあったとき

重大事態が発生した場合

※重大事態とは・・・



重大事態発生時の対応フローチャート

教育委員会 市学 校

（重大事態ではない場合）

重大事態発生の
報告

重大事態と
思われる事案

状況等を調査

調査主体の判断
（学校ｏｒ教育委員会）

いじめ問題対策
専門委員会

必要に応じて調査

保護者への情報提供
調査結果の報告

市 長

市長への調査結果報告 議会教育委員会

いじめ問題調査委員会

必要に応じて再調査

保護者への情報提供
調査結果の報告

速やかな報告

報告

報告

報
告
書
の
提
出

報告 報告

総合教育会議
指
示

報告

連携

報告

報告

保護者への情報提供
調査結果の報告

（学校の場合）

調査結果分析

状況等を調査

重大事態の判断解決に向けた指導

情報共有

（必要に応じて指示）
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② いじめ防止基本方針



児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍し
ている等当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生
徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター
ネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行
為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの

「いじめ」の定義
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児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍し
ている等当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生
徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター
ネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行
為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの

「いじめ」の定義
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未然防止

早期対応早期発見

学校が実施すること
・道徳教育の充実
・いじめ防止啓発
・主体的な取組の支援

・教職員の資質向上

・実態把握
・組織的対応
・ケース会議

・体制づくり
（学校＝家庭＝地域）
・積極的ないじめ認知

基本方針
年間計画
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いじめ防止等のための基本的な方針（改訂）

〇けんかや悪ふざけ
→いじめに該当する？

〇学校評価
→いじめに関する取組を評価

〇教職員へ周知徹底
→報告×＝法律違反



いじめ防止等のための基本的な方針（改訂）

〇いじめ対策組織の見直し
→実効性重視

〇いじめ解消にかかる判断
→行為なし（3ヶ月）
→心身の苦痛なし



いじめ防止等のための基本的な方針（改訂）

〇いじめに対する指導上の注意点
→発達障害

→外国人児童生徒

→性的マイノリティ

→東日本大震災被災児童生徒



③ 島田市のいじめ実態



発生件数 ≠ 認知件数



発生件数 ≠ 認知件数
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いじめ実態調査（小５～中３）

0

10

20

30

40

50

60

70

被害 加害

％

小 中 小 中

アンケート調査



○教員のいじめ認知と子供の実態との差

○ネットはまだまだマイナーツール

○いじめられていても何もしない

○いじめ目撃時も特に何もしない

○中学生男子は誰にも相談しない



【いじめ被害・目撃時】

☆教師のかかわり
よく声を掛ける よく見てくれる
よく話す

教師への相談行動を促進する要因

☆教師との関係
真剣に聞いてくれる
わかってくれる
励ましてくれる



【いじめ加害経験】

☆教師のあいさつ×
あいさつをされていないと感じている

教師のあいさつが関係！

☆教師との関係×
先生との関係がよくない



あいさつ

声掛け

関係づくり



●いじめはどこでも起こるもの

●いじめ経験率が５～６割

「いじめなし」という認識は

ハイリスク要因の可能性!?
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いじめと疑われるもの

全てに対応すること

児童生徒や保護者の痛み・苦しみと
それが生じた状況に向き合うことを
後回しにしない
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④ アンケート調査
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安心して学校生活を送るためのアンケート

目的

常葉大学 太田正義氏
北海道大学 加藤弘通氏
北海道大学 水野君平氏

７月初旬
実施予定

・島田市のいじめの実態を知る。

・結果を分析し、島田市の傾向をつかむ。

・有効となり得る手立てを考案する。

対象：小５～中３
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「イ」 スクールカーストを測る項目

「いじめ」と
スクールカースト
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「ク」 いじめ罪悪感を測る項目

他人 自分

【規範意識】

問題行動の増加！！
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「ク」 いじめ罪悪感を測る項目

他人 自分

【いじめ罪悪感】

？
規範意識と同じ？


